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図 4 工業化の発展による三農問題の認識（概念図） 
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出所：筆者作成。 
 
これまで、農業生産と農外就業は別個に考察されており、農業が零細であるがゆえに農
外就業が補完的な現金収入であったことが強調され、小規模農業の基盤が脆弱であること
を示すなど、消極的に意味づけられてきた。しかし、農業生産の維持や、農村工業の発達
などにもとづいた兼業構造に特徴づけられる現在の農業・農村・農民（農家）の状態を詳
細に見ると、小規模農業生産を行いながら、多様かつ柔軟に農外就業と組み合わせながら、
農家世帯として農村に暮らし続けられることができる状況に置かれた人々が多いことが明
らかになった。こうした労働力は在村通勤という就業形態の特徴を持ち、農家世帯の農業
生産の維持にも寄与しており、複数の収入源の存在は農家の所得向上と繋がり、ひいては
農村の振興にもつながっている。多就業農家という状態は、こうした組み合わせのために
非常に適した存在であると言うことができるだろう。これこそ、三農問題に対して多就業
農家経営がもつ、総合的な意義であると言える。 
 
多就業農家世帯 
（従来の発想） 
